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職種 氏名 教科 前任校等 趣味・特技等 

教頭 濱栗 啓吾 英語 長崎北陽台 旅、サイクリング（クロスバイク） 

教諭 

入江 義久 英語 五島定時 音楽鑑賞、英語学習に使えるアプリや AI 

野田 雄大 国語 新規 家庭菜園（野菜作りを勉強中）絵本読み聞かせ  

下平 健太 英語 新規 マーシャル語 

尾嶋 未来 化学  壱岐 温泉、食べること運動すること 

岡田 桃香 保体 新規 動画鑑賞、バレーボール 

有馬 博之 情報 桜が丘特支 読書、DVD 鑑賞 

酒井 俊治 数学 大崎 テレビドラマ鑑賞、F1 などのスポーツ観戦 

堀口 雅彦 日本史 口加 サッカー 

講師 Browning,Haley Ann 英語 諫早市教育委員会  ハイキング、カラオケ、料理 

養護助教諭  大嶌 邦子  国見 散歩 

SC 大久保 佑紀  SSW 松尾 優花 

 ４月１０日（月）に、希望に満ちた表情で第７８回生１９３名が本校に入学しました。今年
度は、２年ぶりに多くのご来賓や保護者の方々、２，３年生に見守られながら、厳粛な入学式
を執り行うことができました。また、入学式に先立って行われた文理探究科開科式では、狩野
教育次長様から、『「人からどう思われたいかではなく、自分はどうありたいのか」を自分に
問い続ける３年間であってほしい』とお話をいただき、生徒達もその言葉を胸に刻んだよう
です。 
 ４月１１日（火）～１３日（木）の３日間で新入生研修を行いました。生徒たちは、「島高
生としての土台作り」のために全ての活動に対して気概をもって取り組んでくれました。こ
の研修で学んだことを活かして明るく、元気に、前向きに本校での学校生活を過ごしてくれ
ると思います。『selfinnovation～自分色の花を～』を学年テーマとして、学年団で力を合わ
せて「主体性」と「受容力」の涵養を目標に、保護者の皆様方と手を取り合い、しっかりとサ
ポートしてまいりたいと思います。１年間、どうぞよろしくお願いします。     

 

 

 

校長室から 校 長 岩橋 順弘 

 

島高だより 
令和５年４月号 
（通巻第 205 号） 

長崎県立島原高等学校 
編集：研修広報部 

令和５年度、新たな学年がスタートした。３年生は最高学年として勝負の年とな

る。自己の目標を明確にしたうえで、悔いのない毎日を過ごして欲しい。自己の目

標達成のために、限られた時間をどれだけ有効に使うかをしっかりと考えて学校生

活を送ることが大切である。また、２年生は中堅学年として、学習はもとより学校

の中核としての自覚をもって、部活動や学校行事などに取り組んで欲しい。そして、

新入生は高校での生活も半月あまりが過ぎ、ようやく島高生としての生活に慣れて

きた頃ではないだろうか。是非、希望や夢をもって入学してきたときの気持ちを忘

れることなく、楽しく充実した学校生活を送ってもらいたい。すべての皆さんにと

って、この１年が有意義なものになるよう心から応援している。  

今年度から新入生８０名を迎え、文理探究科が新たにスタートした。近年、学校

では探究的な学習を通して主体的・対話的で深い学びを実践していくことが求めら

れている。皆さんは、探究的な学習についてどのように考えているだろうか。探究

という言葉には、「物事の真相・価値・在り方などを深く考えて、すじ道をたどっ

て明らかにすること」という意味がある。また、探究学習とは自らが課題を見つけ、

情報を収集・整理・分析したり、周囲の人と協働したりしながら課題解決をしてい

く学習のことである。すべての人が探究学習を通して身につけて欲しい資質や能力

はもちろんだが、君たちには「なぜ？」を考え、解決する姿勢を持って欲しい。探

究の時間や課題研究だけではなく、教科の学習においても自らが疑問に感じたこと

を主体的に学ぼうとする姿勢を持ってもらいたい。「やらされている」だけの学習

では、なかなか自分のものにすることは難しい。学びの原動力は、自分のなぜを解

明していくことであり、もっと知りたいという知的欲求ではないかと思う。そのこ

とが、主体的に学ぶことや楽しく学ぶことに繋がっていく。もちろん、疑問や課題

を発見したり、物事をより深く考えたりするためには、基礎学力や知識を身につけ

ておくことが必要であることは言うまでもないことではあるが・・・。  

探究的な学びは、大学での教育で求められる資質や能力であり、もちろん社会に

出てからも必要になってくる。そのためにも、高校時代に基礎的な知識を身につけ、

主体的に学ぶ姿勢と自分の考えを表現する力を培っておくことが重要である。学習

はもちろんだが、部活動や生徒会活動、学校行事においても主体的に考えて、行動

することができれば学校生活もより充実した楽しいものとなるのではないだろう

か。探究的な学びを通して、皆さん一人ひとりがさらに大きく成長できることを期

待している。 

 
1 学 年 主 任 の 檄

Challenge→Change 校歌指導  代表生徒挨拶  
『探究的な学び』 

2 日(火) 中間考査時間割発表 

9 日(火) 全校朝会 

10日(水) 中間考査（３年） 

11日(木)～12日(金) 中間考査（２・３年） 

13日(土) 月①～④授業、PTA総会  

15日(月) チャレンジ講座再開（２・３年） 

17日(水) 生徒総会 

１学年主任 山内徹 

 

５ 月 の 主 な 行 事 予 定  

22日(月) 歯科検診(3年) 

 短縮40分授業（-６/１） 

     チャレンジ講座中断（-６/８） 

24日(水) 交通安全講話（LHR） 

29日(月) 週休日振替（６/４） 
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